
研計 24-9-5b 

検討事項と今後の日程 

 

 

今後行わなければならない事項のリストアップ 

１） 1 月 22 日： 

  ・ 公募要項と応募フォームの確定 

  ・ 公募の開始と終了の時期の確定（2 月 1 日、２月末？３月末（2017 は 

3 月末） 

  ・ 融合領域の評価小委員会の体制 

   （1,2,3 部から各々４名程度、俯瞰的に評価できる人（会員・連携会員）の推薦を

依頼する。できれば部長、副部長、幹事クラスが良いのでは？） 

  ・ 応募フォームで融合領域に付記することがあるか 

   （例えば、学術の意義で、単一の分野では達成できない融合研究をする事により

得られる効果、期待できる成果を書く様に求めるとか） 

  ・ 重点大型計画の継続の認定を行う委員会の体制（本分科会が行うか？） 

  ・ 区分 II の承認のプロセスについて 

  ・ 今後のスケジュール（1,2,3 部に周知する必要がある） 

 

２） 2 月 1 日： 

・ 公募要項と応募フォームの公表 

 

今後のスケジュール 

３） 2 月以降できるだけ早く分野別（融合を含む）評価小委員会、及び 

重点継続審議小委員会の立ち上げと委員の依頼を行う。 

 

４） 評価小委員会における評価の開始と終了時期の確定と通知 

 

５） 大型研究計画の確定（本分科会が行う）とヒアリング課題の選定の時期 

 

６） ヒアリング日程（8 月）の確定 
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